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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、スポーツリハビリテーションコーピング予測スケール(Sport Rehabilita
tion Coping Expectation Scale : SRCES)の作成を行うことであった。SRCESを用いて受傷選手のコーピング行動を評
価することによって、リハビリテーションに対する受傷選手の対処行動を初期段階で予測することが可能となる。
　今回作成したSRCESでは、65項目に及ぶ質問項目を１０のカテゴリーに分類した。また、SRCESのデータをスポーツク
リニックで収集するために、調査手法やそれに関わる手続きなどについて、スポーツ医学の専門家と検討し、調査実施
方法の確立を行った。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to develop the Sport Rehabilitation Coping Expectat
ion Scale (SRCES). The SRCES will help professionals in sport medicine expect coping behaviors of injured 
athletes at the beginning of rehabilitation period.
 The SRCES consists of 65 questions. The researchers categorized these questions into 10 themes. In order 
to collect data, the researcher examined procedures of this study with professionals in the sport medicine
 clinic.
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１．研究開始当初の背景 
 
先行研究では、一般人を対象に、問題焦点

型コーピングや情動焦点型コーピングなど、
コーピングに関わる指標が多く用いられて
いる。Naoi et al(2010)の研究でも、前十字
靱帯断裂の再建術を実施する前の受傷選手
を対象に、コーピング能力と不安、抑うつな
どの心理的反応、回復速度、楽観性などの関
係を調査している。しかしながら、現在の時
点では、スポーツリハビリテーションの内容
を含むコーピングスケールは未だ開発され
ていない。Naoi et al（2010）の研究におい
ても、一般人対象のコーピングスケール
(Tri-Axial Coping Scale 24)を用いている。
そのため、スポーツリハビリテーションを実
施している受傷選手のコーピング能力を具
体的に評価することができなかった。そこで、
リハビリテーションにおけるコーピング能
力を把握するために、スポーツリハビリテー
ションにおけるコーピングに関する指標を
作成することが必要とされており、その具現
化は重要な課題となっている。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、スポーツ選手のリハビリ

テーション時におけるコーピングスキルを
把握するために必要となる “スポーツリハ
ビリテーションコーピング予測スケール”を
作成することである。最終的な目的は、リハ
ビリテーション時の受傷選手のコーピング
能力を定量的に理解することにより、スポー
ツ医学の専門家が受傷選手の回復を効果的
にサポートできるようになることである。 
 
  
３．研究の方法 
 
(1) 本研究実施前に、8 名のアスレチックト
レーナーを対象として、受傷選手の回復に関
係する要因を明らかにするためのインタビ
ューを実施している。本研究ではそのインタ
ビューの内容について、特にコーピングスキ
ルに関するデータに関しての精査・整理を行
い、新たな分析手法、スケール作成に必要と
なる質問項目等の検討を実施した。 
 
(2) Naoi et al.(2010)の前十字靭帯再建術
前のコーピングに関する研究結果を再分析
し、リハビリテーション時における受傷選手
の対処行動に関する必要な事項について精
査を行った。 
 
(3) 上記(1)および(2)のスポーツリハビリ
テーション時におけるコーピング能力を予
測できる質問紙を作成した。また、作成の際
に 
は、スポーツ選手のリハビリテーションに長

年携わっているスポーツ医学の専門家（理学
療法士、柔道整復師）にも複数回のヒアリン
グを実施し、受傷選手のコーピングについて
の知見を充分に得た上で、質問紙の内容を検
討した。また、社会心理学の研究者にも、質
問紙の内容に関する分析・解析手法について
の協力を得て、各質問項目の分類を行った。 
 
 
４．研究成果 
  
まず、8 名のアスレチックトレーナーを対

象に実施したインタビューから得られた、リ
ハビリテーション時の行動に関する内容を
整理し、精査した。順調に回復している受傷
選手の特徴としては、スポーツ医学の専門家
の意見を直接聞くこと、自らの受傷について
理解するために、スポーツ医学の専門家から
積極的に情報を得ることなどが挙げられた。
逆に、順調に回復していない受傷選手の特徴
としては、不安や焦りのために、決められた
以上のリハビリテーションをすること（隠れ
て勝手にトレーニングをするなど）、自己管
理ができていないこと（飲酒、決められたリ
ハビリテーションを行わないなど）が挙げら
れた。 
また、本研究では、このインタビューの分

析以外に、Naoi et al (2010)で行った前十
字靭帯再建術前のコーピングに関する研究
結果の再分析を実施した。その結果、チーム
スポーツを行っている受傷選手は、個人スポ
ーツを行っている受傷選手に比べて、責任転
嫁のコーピングを用いる傾向がみられた。し
たがって、コーピングの利用は、スポーツ形
態により大きく異なることが示唆され、これ
までの研究では明らかにされてこなかった
重要な知見を得ることができた。 
上記のような研究結果を基に、スポーツリ

ハビリテーションコーピング予測スケール 
(Sport Rehabilitation Coping Expectation 
Scale : SRCES) という 65項目から構成され
る質問紙を作成した。65 項目の質問項目は、
リハビリテーションに対する取組態度を測
定する 1.積極性(6 項目)、2.回避(9 項目)、
3.継続力(5 項目)、4.楽観性(4 項目)、取組
方法を測定する 5.調整力(5 項目)、6.理解志
向性（10 項目）、そして他者との関係性を測
定する7.他者志向(6項目)、8.依存性(8項目)、
9.自己開示(7 項目)、10.責任転嫁(5項目)の
10 の分野に分類される。すべてのテーマにお
いて、練習や試合におけるコーピングと、リ
ハビリテーション時におけるコーピング（予
測）について質問を行った。質問項目の例は
以下である。 
 
 
取組態度 
 
(1)積極性 
「自分から進んでリハビリテーションをし



ていくと思う」 
 
「自分から進んで練習を行う」 

 
(2)回避 
｢怪我が順調に回復しないときは、こうい
う時期もあると思ってあきらめると思う｣ 
 
｢練習や試合で調子が悪いときでも、深刻
にならないようにすると思う｣ 
 

(3)継続力 
｢怪我が順調に回復しないときでも、目標
に向かってリハビリテーションに励むと
思う｣ 

 
｢練習や試合で調子が悪いときでも、練習 
を継続して行う｣ 

 
(4)楽観性 

｢順調に怪我が回復しないときでも、悪い
面ばかりでなく良い面を見つけていくと
思う｣ 

 
｢練習が上手くいかないときでも、悪いこ
とばかりではないと楽観的に考える｣ 

 

リハビリテーションに対する取組方法 
 
(5)調整力 
｢痛みがあるときでも、自己判断で練習す
るときがある｣ 
 
「休まなくてはいけないときでも、練習を
しないと不安に感じるときがある」 
 

(6)理解志向性 
｢自分と同じような怪我をして順調に回復
をしている選手がいたら、アドバイスを求
めると思う｣ 
 
｢どのような練習が重要か、指導者によく
尋ねる｣ 
 

他者との関係性 
 
(7) 他者志向 
｢同じような怪我をしている選手がリハビ
リテーションを頑張っていると、自分もや
る気がでると思う｣ 
 
｢指導者から褒められるとやる気がでる｣ 
 

(8)依存性 
「リハビリのスタッフがいなくても、リハ
ビリテーションに励むことができると思
う」 
 
「練習や試合会場では、いつも誰かと一緒
にいないと不安である」 

 
 

(9)自己開示 
｢練習や試合で悩んでいるときは、他の人
に悩みを聞いてもらうことがある｣ 
 
｢リハビリテーションの内容に不満があっ
ても、リハビリのスタッフに上手く伝えら
れないと思う｣ 

 
(10)責任転嫁 
｢怪我が順調に回復しないときは、リハビ
リのスタッフのせいにすると思う｣ 
 
｢練習や試合で上手くプレイできないとき
は、他の人のせいにすることがある｣ 
 

 
質問紙のスケールの教示は、｢この質問紙

は、あなたのスポーツの練習や試合、リハビ
リテーションにおいて、どのように行動した
り考えたりしているかおたずねするもので
す。「1.あてはまらない」「2.あまりあてはま
らない」「3.どちらともいえない」「4.ややあ
てはまる」「5.あてはまる」のうち、いずれ
か一つに○印をしてお答えください｣であっ
た。本研究で作成された質問紙は高校生以上
を対象に利用するため、高校生でも理解でき
るように作成することが必要であった。実際
に高校生の受傷選手を治療した経験のある
スポーツ医学の専門家の意見を参考に、内容
を検討した。 
最後に、スポーツクリニックにおいてデー

タを収集するため、スポーツクリニックに勤
務するスポーツ医学の専門家とともに研究
計画についての検討・議論を行い、本研究へ
の協力を得ることができた。 
今後の課題としては、本研究で作成したス

ポーツリハビリテーションコーピング予測
スケール(SRCES)について、受傷選手に回答
してもらい、SRCES の信頼性と妥当性を検討
することである。また、SRCES と身体的、心
理的な回復の関連性を把握し、スポーツ医学
の専門家に対してワークショップを実施し、
そのワークショップの効果について検証を
行う。例えば、他人に依存しやすい受傷選手
に対して、どのように接することが必要であ
るか、オーバートレーニングになりやすい選
手に対して注意することなど、実践で応用で
きるような心理教育を提供する。また、怪我
を未然に防ぐために可能な教示方法などを
含めて、具体的なコミュニケーションの取り
方なども教育していく必要がある。 
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